国土交通大臣　北側一雄 殿
要望書
天塩川流域委員会が住民参加で開かれた運営がなされるよう要望します
日頃より、日本の河川事業におけるご尽力に敬意を表します。
さて、ご承知のように、北海道の天塩川では、河川法の改正に伴い、平成14年度に天塩川水系河川整備基本方針が策定されたことを受け、平成15年度より、天塩川水系河川整備計画の策定に向け、責任官庁である北海道開発局が流域委員会を立ち上げ、これまでに13回の委員会が開催されております。
私どもは、天塩川の河川整備に関心を寄せ、これらの委員会を傍聴しており、その都度、事業者である旭川開発建設部や流域委員会に対して、整備計画、特にサンルダム建設計画の問題点について根拠を挙げて指摘し、資料の開示や専門委員会の設置を求めて参りました。
しかしながら、両者ともに、これらの意見書や申し入れに対し、具体的な議論も、充分な回答をも避け、ただ委員会時に配布されます『寄せられた意見』に掲載することに終始する姿勢は、大変遺憾であり、河川法の精神に反するものと強く抗議いたします。
このように私どもの疑問や意見に対する論議がなされない中で、第7回では、事業者である旭川開発建設部の提案により、天塩川水系河川整備計画（案）が示されました。整備計画案は流域委員や住民などの意見を反映して作成されるべきと考えていますので、住民意見が取り入れられていない状況で提案が行われたことは時期尚早と考えられます。私どもは、指摘しております問題点が専門的に議論されることなく押し進められることに危機感を感じ、去る3月23日、今まで挙げてきた問題点を整理し、私どもの提言を含めた冊子『サンルダムは本当に必要なのか？〜天塩川の治水計画とサンルダム建設計画の問題点〜』としてまとめ、今後の委員会の議論の資料に、そして、委員会の席上で説明させていただきたいと願い、両者に配布いたしました。これを受け、委員会は内容について精査するよう事業者に求めております。
国土交通大臣におかれましては、北海道開発局に対し、住民参加で公正で透明性のある検討を行うという河川法の精神を生かして、サンルダム建設については住民からの疑問、意見を真摯に受け止めて、サンルダム建設についてまず計画に対する議論を尽くすことをご指導いただくよう要望いたしております。（2005年5月13日要望書；別紙添付）その点についてもご指導に当たられたことと推察いたしますが、いまだに改善されていないことを申し上げます。そして、今回お渡しいたしますこの冊子の精査にあたっては、北海道開発局と私ども双方による説明と議論の場を設けることを今一度ご指導いただきたく、ここに改めて要望させていただきます。
2006年5月30日

サンルダム建設を考える集い　代表　渋谷静男

下川自然を考える会　会長　桑原友一

名寄サンルダムを考える会　代表　竹内和郎

北海道の森と川を語る会　代表　小野有五

大雪と石狩の自然を守る会　代表　寺島一男

旭川・森と川ネット２１　代表　平田一三

環境ネットワーク旭川・地球村　代表　山城えりこ

遊楽部川の自然を守る会　代表　稗田一俊

北海道自然文化ネットワーク　代表　佐々木聡

サンル川を守る会　代表　橋本泰子

社団法人　北海道スポーツフィッシング協会　会長　藤本　靖

社団法人　北海道自然保護協会　会長　佐藤　謙

申し合わせにより捺印は省略させていただきます。
